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ディーゼル車の世界的な需要は、10 年以内にほぼ２倍に達する見通し 
 

2006 年４月世界市場ディーゼル車需要予測 
 

CS（顧客満足度）に関する調査・コンサルティングの国際的な専門機関である株式会社 J.D. パワー アジア・

パシフィック（本社：東京都港区、代表取締役社長：蓮見南海男、略称：J.D. パワー）は、世界市場におけるデ

ィーゼル車の需要予測を発表した。当予測は J.D. パワーの米国本社である J.D. パワー・アンド・アソシエイツ

の市場予測部門が実施している。 

 

ディーゼル・エンジン搭載の乗用車とライト・トラックの世界市場（個人使用以外も含む）における需要は、今

後 10 年間で約２倍になり、2005 年に 1,500 万台だった販売台数は 2015 年には 2,900 万台に増加すると J.D. パ

ワーは予測する。 

 

また、個人使用の乗用車とライト・トラックの世界市場におけるシェアは、2005 年は 18％だったが 2015 年には

26％に達することが見込まれる。過去 10 年間では西ヨーロッパ市場で急速な需要の増加が見られたが、今後の

10 年では他の地域の消費者の需要が世界規模での需要増加を牽引すると予測できる。 

 

「ディーゼル・エンジン技術はすでに実績があり、費用効果が高くすぐに利用できるという点で他の低燃費エン

ジンを一歩リードしている。また、燃料価格の上昇やライト・トラックの燃費効率のための新規制を背景に、ガ

ソリン・エンジンの代替となる低燃費エンジンが必要とされている。特に米国とカナダで潜在需要が大きい」と

J.D. パワー・アンド・アソシエイツの市場予測部門シニア・マネージャー、アラステア・ベッドウェルはコメン

トしている。 

 

米国の乗用車とライト・トラックの新車販売台数（個人使用以外も含む）におけるディーゼル車のシェアは、2005

年は 3.2％だったが、５年以内には 10％以上になると予測される。一方、アジア市場でのディーゼル車の需要見

込みは国によって違いが見られる。ベッドウェルは「韓国とインドでは、需要が大きく伸びるだろう。中国市場

でも引き続き増えている。しかし日本では、短期的にも中期的にもディーゼル車の販売台数が伸びる見込みは依

然として少ない。日本車メーカーはディーゼル技術を持っているが、消費者の間にディーゼルに対する拒否感が

ある」と述べている。 

 

西ヨーロッパでは、一部の主要国ですでにディーゼル市場が飽和状態にあるため、今後の需要の伸長は鈍化する

ものと予測できる。しかし東ヨーロッパでの需要の伸びが、今後 10 年で西ヨーロッパのそれを上回ることが見込

まれる。Euro-５（2008 年実施予定の欧州の排出ガス規制）の影響は少ないだろうが、その次の Euro-６では規制

がさらに厳しくなり、ディーゼル・エンジンとその他の代替エンジンのシェアに変化が起きる可能性がある。そ

の結果、西ヨーロッパの個人使用の新車市場におけるディーゼル車のシェアは最大でも 60％には届かないだろう。 

 

ディーゼル車の販売台数が最も多いメーカーはフォルクスワーゲン、２番目はフォード･モーター･カンパニー、

また 10 年間で販売台数が最も急成長するメーカーはトヨタと見込まれる。 

 

J.D. パワーの市場予測部門は、世界の 50 市場からディーゼル車（乗用車およびライト・トラック）の販売台数

データを収集している。各地域の経済、規制、技術的な需要などの要因を評価し、ディーゼル車の販売台数を予

測する。ディーゼル車に対する消費者の意識やメーカーの取り組み、ディーゼルとそれ以外のエンジンの費用効
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果、各地域の要因（ディーゼル燃料を供給するためのインフラなど）を予測に反映させている。 

 

J.D. パワーの市場予測部門の拠点はデトロイト（米国）とオックスフォード（英国）で、統計学や経済学、自動

車業界の専門家を有し、正確で信頼性の高い自動車関連予測を提供している。 

 

 
＜株式会社 J.D. パワー アジア・パシフィックについて＞ 

当社は米国 J.D. パワー・アンド・アソシエイツの日本を含むアジア地域でのビジネスの拠点として 1990 年に設立された。自

動車業界を始めコンピューター、通信関連、OA 機器、サービス産業、金融など様々な業界において顧客満足に関する調査やコ

ンサルティングを実施している。ISO9001 およびプライバシーマーク取得。会社概要や提供サービスなどの詳細は当社ウェブ

サイト www.jdpower.co.jp まで。 

 
＜J.D. パワー・アンド・アソシエイツについて＞ 

ザ・マグロウヒル・カンパニーズの一部門である J.D. パワー・アンド・アソシエイツ（本社：米国カリフォルニア州ウェス

トレイク・ビレッジ）は、マーケティング・リサーチ、生産・販売予測、コンサルティング、教育・トレーニングおよび顧客

満足度調査を実施している国際的な情報サービス企業である。数百万人の消費者からの回答をもとに品質や顧客満足度に関す

る調査を毎年行なっている。ISO9001 取得。 

 

＜ザ・マグロウヒル・カンパニーズについて＞ 

1888 年に設立されたザ・マグロウヒル・カンパニーズは、スタンダード＆プアーズ、マグロウヒル・エデュケーション、ビジ

ネスウィーク、J.D. パワー・アンド・アソシエイツなどを通じて金融サービス、教育、ビジネスに関する情報を提供している

国際的な情報サービス企業である。世界 38 カ国に 290 カ所以上の拠点を有し、2005 年の売上高は 60 億ドルにのぼる。詳細は

ウェブサイト www.mcgraw-hill.com まで。 

 

＜当調査に関するお問合わせ先＞ 

（株）J.D. パワー アジア・パシフィック 

コーポレート・コミュニケーション・グループ 川野、杉崎 

住 所： 東京都港区虎ノ門 5-1-5 虎ノ門 45MT ビル（〒105-0001） 

電 話： 03-4550-8090 

ＦＡＸ： 03-4550-8151 

e-mail： cc-group@jdpower.co.jp 

 

＜ご注意＞ 

本紙は報道用資料です。（株）J.D. パワー アジア・パシフィックの許可無く本資料に掲載されている情報および結果を広

告または販促活動に転用することを禁止します。 


